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学び直しフランス語講座

　2023年度から行われているフランス語講座。取材日の受講
生は10名で、教室に早く来て辞書やノートを開いて勉強して
いる人が多く、フランス語に真面目に取り組んでいる姿が見ら
れました。
　「ボンジュール」という挨拶と共に、カメルーン出身のエトガ
先生が現れました。トリコロールの三色でまとめた装いに、黄
色いマフラーが目を惹きます。
　「では99ページから、いつものように。」と流暢な日本語で始
めると、前の席の受講生から順番に、フランス語のテキストを
読んでいきます。「ウィ、ウィ」と先生は相槌を打ち、時には正
しい読み方に直し、でも必ず「トレビアン」とほめます。そして
全員が読み終わると拍手して、「トレ、トレ、トレ、トレビアーン。
発音も素晴らしいです。」と大きな声でほめてくださるのでした。
　次に先生は、テキストの問題の答えを一人ずつ聞き、ホワイ
トボードに書いていきます。それについて日本語で丁寧に解説

するのですが、おそらく正解でないような回答にも、「なるほど
なるほどー。」とか「難しいところさわったなー。」と言いながら、
やんわりと修正していきます。たとえ間違えても「これはいいミ
スですよ。」とあくまで肯定的に捉えてくれるので、自信がなく
ても答えられるような雰囲気でした。
　始めは静かだった受講生がだんだん活発になり、どんどん質
問が出てきます。授業の終盤では、「このクラスは来年も継続で
すか？テキストは同じですか？」と聞く声もあり、今後に向けて
も意欲満々でした。
　受講生たちが熱心に言語を学ぶだけでなく、フランスの文化
や食べ物にも興味を持って聞いてくれるのが、エトガ先生はと
てもうれしいそうです。来年度の講座もメンバー全員が参加し、
皆で学べるように考えていきたいとのことで、先生の細やかな
気遣いが、この素晴らしい学習環境を作っているのだと感じま
した。

2025年2月21日（金）



　2021 年 9 月、友人の紹介で上海から日本に来ました。職場は神谷町、1時間半の通勤
でした。毎日、4時半に起き、ビルの清掃をしました。仕事中、ビルで出会った人と話す
ことが楽しかったです。2年半後、そのビルが取り壊され、今は新しい高層ビルで働いて
います。ビル周辺はきれいで、毎日元気に通っています。

日本語発表会日本語発表会
　昨年の師走、第 10 回小平市日本語発表会が開催されました。80 名近い来
場者を迎え、中国出身者 5名、台湾出身者 1名の計 6名の方が登壇された発
表会の内容をご紹介します。（スピーチ集をKIFA のウェブページに掲載して
いますので、ご覧ください。）

2024年12月15日（日）
中央公民館2階ホール

日本での仕事の3年（丁
てぃん

　晴
ちぃん

）

　2024 年 3 月、上海から引っ越してきました。日本語は大きな壁で、娘二人が学校に慣
れるため日本語を勉強しました。KIFAと公民館の日本語教室に通い、日常会話ができる
ようになっていき、話しかけられるのが怖くなくなりました。私には、日本でかなえたい
夢が二つあります。一つは、子どもたちが学校で楽しく過ごせるようサポートすること、
二つ目は、運転免許を取ることです。学びと成長の機会に恵まれています。

日本語学習の体験について（董
とう

　冀
き

）

　2023 年、日本に来ました。日本と中国には漢字や伝統行事に共通点がありますが、違
いもあります。たとえば中国語では「走る」は「行く」、「湯」は「スープ」という意味を
含みます。端午の節句のちまきや中秋の節句の月餅は種類が豊富で、地域によっても中身
が異なります。日本語教室にも通い、生活にも慣れてきました。実際に日本で生活してみ
て、『百聞は一見にしかず』を実感しています。

日本、このコミュニティと僕（張
ちょう

　宇
う

彤
とう

）

　大学時代に他の国を見てみたいと思い、日本に来ましたが、日本語が大変で病気も不安、
卒業して帰国しました。しかし、日本が懐かしくなり二度目の来日。パートナーにも出会い、
二人の子どもがいます。休日には児童館に行き、家で野菜を育てています。今年で10年目、
日本語表現は完ぺきではありませんが、少しずつ上達しています。

私が二回目日本に来た理由（徐
じょ

　姝
しゅ

）

　天津市から日本に来て 2年目。日本の中華料理を食べたら自分の口に合っていました。
しかし、中国では存在しないのに中華料理として紹介されているものがいくつもあります。
一つは餃子。中国ではゆでたものが主流です。二つ目は麻婆豆腐。味付けが違います。三
つ目はチャーハン。中国のチャーハンは脂っぽいです。同じ料理でも地域によって味付け
など異なるので、日本の中華料理も一つの「食文化」と考えればいいかもしれません。

日本の中華料理（張
ちょう

　翔
しょう

宇
う

）

　日本文化に興味があり、経済学を学ぶため、早稲田大学の大学院に通っています。
KIFAの日本語教室に通い、日本語能力試験 1級を取得することができました。多文化カ
フェでは各国の友人もでき、充実した 1年でした。人生で初めての雪も見て、留学という
一歩を踏み出さなければこのような体験はできませんでした。一方で、冬寒くて風邪をひ
く、通学に時間がかかる、物価が高いなど大変なこともあります。しかし、チャレンジ精
神と積極性が身に付きました。心配なのは就職活動だけです。

日本に暮らして感じたこと（葉
よう

　承
しょう

恩
おん

）



　日本語会話教室はレベル別に小グループで行われ、授
業終了後、時々、全グループ合同の茶話会が開催されて
います。茶話会の頻度はクラスの曜日によって異なり、
月曜日クラスは月１回、金曜日クラスは１学期に 1回、
土曜日クラスは１学期に 2回くらいと、様々です。参加
は自由で、この日は授業出席者の３分の 1くらいがロ
ビーに集まりました。
　母語が共通の受講生は、お子さんが母語を忘れてしま
うのが心配だとか、母国でも住んでいる地域によって発
音が異なることなどを話していました。とても楽しそう
に談笑され、茶話会が友好を深める場となっているよう
です。母語だけでなく、日本語も使って練習していたこ

とが印象に
残 り ま し
た。
　参加者に
簡単なイン
タビューを
させていた
だ き ま し
た。オラン
ダ出身の受

講生は日本に
来て１年半、
KIFA の日本
語会話教室で
半年、日本語
を習っている
そうです。一
人の先生に生
徒は少人数で、先生はとてもよく教えてくれますし、授
業料もお手頃、そしてクラスは大変楽しいとべたぼめで
した。KIFAの日本語教室のことは、インターネットで
見つけたそうです。大学で政治学を英語で教え、日本が
大好きなので永住権を取得したいと話してくれました。
　また、ギニア出身の受講生は日本に９カ月滞在してい
るそうです。ひらがなは全部覚えたと少し嬉しそうに話
していました。やはり、日本語教室はとても楽しいので
続けたく、日本が好きなので日本語を習得して、なるべ
く長く住みたいそうです。
　先生方は会議があるため、茶話会の途中で退席されま
した。すると、先生と話し込んでいた受講生をはじめ、
帰宅する受講生も少なくなく、受講生たちが先生との交
流も楽しみにされているように感じられました。

日本語会話教室茶話会日本語会話教室茶話会 2025年1月27日（月）

こだいら市民駅伝大会に参加してこだいら市民駅伝大会に参加して 賛助会員　野﨑みどり

　「駅伝に出る！」。私は KIFA のミニレターで駅伝
選手募集の記事を見つけたときに即決しました。そ
れまで私は駅伝どころか、ランニングも経験があり
ませんでした。大きな挑戦です。家族に出場するこ
とを話すと、娘は目を真ん丸くして私を二度見まし
た。これが本当の二度見です。「そうそう、こうい
う驚きを、家族に与えたかったんだ」と私は思い、
心の中でガッツポーズを作りました。
　翌日から自主練習が始まりました。初日は 1 ㎞走
るのがやっとで、走ったり、歩いたりの繰り返しで
した。朝走ると決め、家族にも協力してもらい練習
する時間をつくりました。季節は秋でした。走って
いると近所の神社の銀杏の木が見事で、黄色の世界
になっていました。自分は外国に来ているのかと錯
覚しました。何十年も知っている場所の大きな発見
に、心がとてもワクワクしました。
　KIFA では大会に向けて、5 回程練習会が開催さ
れます。監督の藤吉さんを中心に、出身国も年齢も
違う「走ってみたい」という仲間たちが集まり練習
します。自己紹介から始まり体操をやり、その後外
に走りに行きます。新しい仲間たちと切磋琢磨し

た練習会が私は一番楽し
かったです。
　私の駅伝デビュー戦は
2024 年 2 月 4 日 でした。
朝から緊張して走る前は
何度もトイレに行き、ずっ
とジャンプしていた記憶
がありますが、走り出す
といつもの自分の脚では
ないかの様に、脚が速く
動きました。何より普段
走れない道路を走れるのと、皆の応援がうれしくて
夢の中にいるようでした。仲間たちと走った後の爽
快感は最高でした。
　駅伝当日は KIFA スタッフやボランティアの方々
のお陰で、安心して走ることができました。藤吉監
督が常に良いところを褒めてくださったので、自信
をもって走れました。最後に夫とかわいいかわいい
3 人の子どもたち、いつも私の大きく無謀な挑戦を
温かく応援してくれてありがとう。感謝しています。
新たな挑戦に胸躍る毎日です。

　毎年 2 月に開催される「こだいら市民駅伝大会」に、KIFA はチームを結成して出場しています。今年は悪天候に
より当日不参加となりましたが、昨年から選手として参加している野﨑みどりさんに思いを綴ってもらいました。

寄稿文
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編 集 後 記

　1月に初めて東北地方三陸を訪れました。町からは
震災復興の力強さを感じたと同時に、問われるのはど
う行動し、いかに人に寄り添うかであると学ばされま
した。「あのとき」を日本で暮らし始めた人や子どもた
ちは知らないかもしれません。何気ない会話で防災の
話をしてみたり、「命を守る行動」がなにか一緒に調べ
てみたり、あるいは地域やKIFAの防災行事に参加す
るのも良さそうです。(K.T.)

◎高尾山ハイキング	 4月13日（日）

◎多文化カフェ	 5月18日（日）

◎日本語会話教室	 月・木・金・土曜日

◎こども日本語・学習支援教室	 水曜日

◎英会話教室（初級～中上級　10クラス）	 月・水・木曜日

◎中国語講座（入門・初級　2クラス）	 金曜日（5月開始）

◎フランス語講座（初中級）	 金曜日（5月開始）

※詳しくはKIFAミニレターおよびウェブサイトをご覧ください。

これからの行事・講座予定これからの行事・講座予定

　私が職員になったのは2012 年 10月なので、もう12年以上
前です。当時はまだ「多文化共生」という言葉はあまり知られ
ておらず、KIFAの事業も国際理解や日本文化紹介といった国
際交流色が強かったです。
　「やさしい日本語」は言葉すら聞いたことがありませんでし
た。職員になりたての私は、「外国人＝英語」という思い込み
にとらわれており、ふるさと村に留学生を引率した際には、必
死に英語で説明しました。留学生から「日本語で大丈夫です」
と言われても、「外国人には英語で話す」という呪いから抜け
られなかったのを覚えています。
　事務局の仕事をしていくうちに、在住外国人支援の事業が
不十分であることを感じるようになります。翻訳通訳チームは
立ち上がったばかりでしたし、こども日本語教室も災害時対応
チームもありませんでした。行政から通訳や翻訳の依頼が受け
られるような仕組みをつくり、生活情報提供チームが子育てに
関する説明会をはじめたときには、様々な資料を作成しました。
家族を呼び寄せて日本に定住する外国人が増えているにもかか
わらず、こどもに日本語を教える教室が小平になかったことに
は危機感を覚えました。教室を立ち上げるボランティアを募っ
て他団体のこども向け教室を見学し、どのような教室にするか
皆で検討を重ね、2014 年にはこども日本語教室がスタートし
ました。
　KIFAの事業が在住外国人への定住支援色を強めていく中、
2022 年 4月に一般社団法人化しました。事業区分も「多文化
共生」を中心に再編成、会員制度も整備され、ボランティアの
みなさんが活躍しやすい組織になりました。
　コロナ禍を経て、日本社会はいよいよ人手不足と定住外国人
の増加が顕著になっています。KIFAは日本語会話教室、こど
も日本語・学習支援教室、通訳派遣や生活情報提供事業を大
きな柱に、小平市の多文化共生を牽引する団体として存在意義
を強めていく必要があると感じています。様々なスキルを持つ
ボランティアの方々の企画力と実行力が発揮できるように、事
務局は信頼される存在でなければなりません。
　個人的には3月末をもって事務局から離れることになりまし
たが、これからも引き続き、みなさまのお力添えをよろしくお
願い申し上げます。

KIFAとわたしKIFAとわたし
〜これまでとこれからと〜〜これまでとこれからと〜

元事務局職員　西間 絵美

Ⅰ　多文化共生の推進に関する事業
日本語会話教室、日本語発表会、こども日本語・学習支援、

翻訳や通訳サービス、生活情報提供、災害時の外国人支援　など

Ⅱ　国際交流に関する事業
各種交流イベント

Ⅲ　国際理解に関する事業
国際こどもクラブ、世界の料理、多文化理解講座、語学講座　など

Ⅳ　情報収集、調査研究及び広報
機関紙（年3回）・情報紙（年10回）の発行　など

Ⅴ　その他協会の目的を達成するために必要な事業

＜ボランティアグループ紹介＞
内容ごとにグループに分かれてボランティア活動をしています。
ボランティアは常時募集しています（日本語会話教室を除く）。
●日本語会話教室
　（月・金・土の各グループ）
●保育グループ
●こども日本語・学習支援教室グループ
●翻訳・通訳グループ
●生活情報提供チーム

●災害時対応チーム
●交流イベント（企画運営）グループ
●国際理解講座グループ
●世界の料理講座グループ
●機関紙グループ

会員種別（個人）のご案内
○普通会員（ボランティア活動をする方）���� 年会費　3,000円

○学生会員（ボランティア活動をする18歳以上の学生）

��������������������� 年会費　1,000円

○賛助会員（資金面で支援してくださる方・講座の受講生など）

���������������������� 一口　2,000円

※団体会員や法人会員についてはお問い合わせください。

2025年度は次のような事業を行います


